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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 
 

回次
第52期

第１四半期連結
累計期間

第53期
第１四半期連結

累計期間
第52期

会計期間
自 令和２年４月１日
至 令和２年６月30日

自 令和３年４月１日
至 令和３年６月30日

自 令和２年４月１日
至 令和３年３月31日

売上高 (千円) 338,606 429,680 2,090,042

経常利益又は経常損失(△) (千円) △39,543 9,304 192,180

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益又は親会社株主に帰
属する四半期純損失(△)

(千円) △33,770 3,573 156,569

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △34,707 2,744 160,432

純資産額 (千円) 2,799,902 2,936,200 2,995,042

総資産額 (千円) 3,743,449 3,958,896 4,001,347

１株当たり四半期(当期)純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

(円) △24.68 2.61 114.40

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 74.8 74.2 74.9
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．第52期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

   第52期及び第53期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在

株式が存在しないため、記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文章中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、再三にわたる緊急事態宣言の発令にもかかわらず、新型コロ

ナウイルスの感染拡大に歯止めが掛からず、依然として厳しい状況で推移いたしました。世界経済につきまして

は、ワクチン接種が本格化した地域では感染者が激減し、一部に明るい兆しが見え始めましたが、感染力の強い新

型コロナウイルスの変異種が至る所で確認されるなど、先行き不透明な状況で推移いたしました。

当業界におきましては、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う経済活動縮小の影響に加え、半導体関連の供給難

により輸送機器関連業界を中心に生産が逼迫するなど、依然として厳しい受注環境となりましたが、新規製品の引

合いも徐々に増加しており、緩やかな回復傾向で推移いたしました。

このような状況のなかで当社グループは、展示会への出展、各種学会への参加、デモ機の貸出しなどの従来方式

による営業活動に加え、顧客とのＷＥＢ会議の開催、ホームページの拡充、インターネットを活用した動画配信な

どの新たな営業スタイルの早期確立に注力することで、受注確保に努めました。

以上の結果、売上高は４億29百万円（前年同四半期比26.9％増）、営業利益は４百万円（前年同四半期は40百万

円の損失）、経常利益は９百万円（前年同四半期は39百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３百

万円（前年同四半期は33百万円の損失）となりました。

セグメント別の状況は次のとおりであります。

（Ｘ線残留応力測定装置関連）

中止や延期となっていた国内の展示会、学会、内覧会等は徐々に再開されたものの、コロナ禍の影響により来場

者が大幅に減少したことから、ＷＥＢによる併設展示、ＳＮＳによる情報発信、ＷＥＢ会議の開催など、来場でき

なかった既存顧客や潜在顧客へのインターネットによるアプローチを積極的に展開いたしました結果、売上高は１

億６百万円（前年同四半期比12.6％増）、セグメント利益は22百万円（前年同四半期比262.8％増）となりました。

（ヘルスケア装置関連）

新たな受託開発・試作・量産等の引合いは好調に推移するとともに、受注済み装置の生産も計画どおり進捗した

ことから、売上高は１億99百万円（前年同四半期比58.8％増）、セグメント利益は37百万円（前年同四半期は54万

円の利益）となりました。

（光応用・特殊機器装置関連）

個別案件の引合いは増加傾向で推移いたしましたが、顧客都合による生産計画の変更に伴う受注時期の先送りや

出荷台数の減少等の影響により、売上高は１億24百万円（前年同四半期比4.5％増）、セグメント利益は21百万円

（前年同四半期比36.9％減）となりました。

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて42百万円減少し、39億58百万円とな

りました。これは主に、現金及び預金が69百万円、仕掛品が48百万円それぞれ増加し、受取手形、売掛金及び契約

資産が１億60百万円減少したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末と比べて16百万円増加し、10億22百万円となりました。

純資産は、前連結会計年度末と比べて58百万円減少し、29億36百万円となりました。これは主に、利益剰余金が

58百万円減少したことによるものであります。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に関する重要な変更はありません。

　

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は３百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間の研究開発活動の状況につきましては、重要な変更はありません。

　

(4) 生産、受注及び販売の実績

　① 生産実績

当第１四半期連結累計期間における生産実績は、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（千円） 前年同四半期比（％）

Ｘ線残留応力測定装置関連 16,847 10.9

ヘルスケア装置関連 308,149 219.4

光応用・特殊機器装置関連 121,724 120.8

合計 446,721 112.7
 

（注）１．Ｘ線残留応力測定装置関連については、生産調整により減少しております。

 ２．生産高は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。
　

　② 受注実績

当第１四半期連結累計期間における受注実績は、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

Ｘ線残留応力測定装置関連 162,016 139.5 142,845 123.8

ヘルスケア装置関連 358,432 64.2 1,235,233 140.0

光応用・特殊機器装置関連 192,921 102.8 375,970 54.3

合計 713,370 82.8 1,754,049 103.8
 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

　③ 販売実績

当第１四半期連結累計期間における販売実績は、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

Ｘ線残留応力測定装置関連 106,174 112.6

ヘルスケア装置関連 199,430 158.8

光応用・特殊機器装置関連 124,075 104.5

合計 429,680 126.9
 

（注）主な相手先別販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

　　　なお、総販売実績に対する当該割合が100分の10未満である販売実績につきましては、記載を省略しておりま

す。

相手先

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

（自　令和２年４月１日
　　至　令和２年６月30日）

（自　令和３年４月１日
　　至　令和３年６月30日）

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

東洋紡株式会社 75,664 22.3 126,003 29.3

株式会社日立ハイテク 73,715 21.8 68,412 15.9

ミナリスメディカル株式会社 ― ― 43,263 10.1
 

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,200,000

計 3,200,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(令和３年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(令和３年８月６日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 1,393,459 1,393,459
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、100株
であります。

計 1,393,459 1,393,459 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総数

増減数
(株)

発行済株式総数
残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

令和３年６月30日 ─ 1,393,459 ─ 1,491,375 ─ 929,795
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

パルステック工業株式会社(E02021)

四半期報告書

 5/17



 

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(令和３年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   令和３年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
 (自己保有株式)
普通株式 24,800

 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,351,500
 

13,515 ―

単元未満株式 普通株式 17,159
 

― ―

発行済株式総数 1,393,459 ― ―

総株主の議決権 ― 13,515 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれ

ぞれ100株(議決権１個)及び14株含まれております。

２．単元未満株式数には、当社所有の自己保有株式76株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  令和３年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
パルステック工業株式会社

静岡県浜松市北区
細江町中川7000-35

24,800 ― 24,800 1.78

計 ― 24,800 ― 24,800 1.78
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(令和３年４月１日から令和

３年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(令和３年４月１日から令和３年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ときわ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(令和３年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(令和３年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,675,979 1,745,004

  受取手形及び売掛金 610,956 -

  受取手形、売掛金及び契約資産 - 450,774

  仕掛品 485,858 534,464

  原材料及び貯蔵品 114,708 104,092

  その他 28,592 29,137

  流動資産合計 2,916,096 2,863,474

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 247,711 250,407

   その他（純額） 305,519 317,110

   有形固定資産合計 553,230 567,517

  無形固定資産 32,516 29,693

  投資その他の資産   

   投資その他の資産 505,304 504,011

   貸倒引当金 △5,800 △5,800

   投資その他の資産合計 499,504 498,211

  固定資産合計 1,085,251 1,095,422

 資産合計 4,001,347 3,958,896

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 210,399 198,422

  1年内返済予定の長期借入金 10,320 10,320

  未払法人税等 7,619 8,499

  賞与引当金 28,995 27,189

  その他 128,844 156,479

  流動負債合計 386,178 400,911

 固定負債   

  長期借入金 174,700 172,120

  退職給付に係る負債 445,426 449,664

  固定負債合計 620,126 621,784

 負債合計 1,006,305 1,022,696

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,491,375 1,491,375

  資本剰余金 929,795 929,795

  利益剰余金 731,054 673,041

  自己株式 △165,878 △165,878

  株主資本合計 2,986,347 2,928,334

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 8,912 8,164

  為替換算調整勘定 △218 △298

  その他の包括利益累計額合計 8,694 7,865

 純資産合計 2,995,042 2,936,200

負債純資産合計 4,001,347 3,958,896
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 令和２年４月１日
　至 令和２年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和３年４月１日
　至 令和３年６月30日)

売上高 338,606 429,680

売上原価 224,940 285,443

売上総利益 113,666 144,237

販売費及び一般管理費 154,449 139,315

営業利益又は営業損失（△） △40,783 4,922

営業外収益   

 受取利息及び配当金 1,447 1,178

 売電収入 3,848 3,413

 貸倒引当金戻入額 1,000 -

 その他 122 2,171

 営業外収益合計 6,418 6,763

営業外費用   

 支払利息 165 131

 為替差損 2,969 361

 売電費用 2,042 1,886

 営業外費用合計 5,178 2,380

経常利益又は経常損失（△） △39,543 9,304

特別損失   

 固定資産除却損 0 0

 特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△39,543 9,304

法人税等 △5,772 5,731

四半期純利益又は四半期純損失（△） △33,770 3,573

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△33,770 3,573
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 令和２年４月１日
　至 令和２年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和３年４月１日
　至 令和３年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △33,770 3,573

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △442 △748

 為替換算調整勘定 △494 △79

 その他の包括利益合計 △936 △828

四半期包括利益 △34,707 2,744

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △34,707 2,744

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和３年４月１日 至 令和３年６月30日)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　令和元年７月４日。以下「時価算定会計基準」と

いう。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する

会計基準」（企業会計基準第10号　令和元年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算

定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財

務諸表に与える影響はありません。
 

 

(追加情報)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和３年４月１日 至 令和３年６月30日)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　令和２年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。収益認識会計基準を適用したため、前連

結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、当第１四半

期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することとしました。なお、収益認識会

計基準第89－４項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを

行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　令和２年３月31

日）第28－15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる

収益を分解した情報を記載しておりません。

 
（新型コロナウィルス感染症の影響について）

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後

の広がり方や収束時期等を含む仮定について、重要な変更はありません。

 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 令和２年４月１日
至 令和２年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和３年４月１日
至 令和３年６月30日)

減価償却費 18,810千円 16,596千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 令和２年４月１日 至 令和２年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

令和２年６月19日
定時株主総会

普通株式 75,272 55.00 令和２年３月31日 令和２年６月22日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 令和３年４月１日 至 令和３年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

令和３年６月18日
定時株主総会

普通株式 61,586 45.00 令和３年３月31日 令和３年６月21日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 令和２年４月１日 至 令和２年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計Ｘ線残留応力

測定装置関連
ヘルスケア装置関連

光応用・

特殊機器装置関連

売上高     
　外部顧客への売上高 94,279 125,548 118,778 338,606

セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― ― ―

計 94,279 125,548 118,778 338,606

セグメント利益 6,224 542 33,355 40,122
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計    40,122

全社費用（注）    △71,896

棚卸資産の調整額    △9,009

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △40,783
 

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 
 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 令和３年４月１日 至 令和３年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計Ｘ線残留応力

測定装置関連
ヘルスケア装置関連

光応用・

特殊機器装置関連

売上高     
一時点で移転される財及び

サービス
106,174 199,430 89,801 395,406

一定の期間にわたり移転され

るサービス
― ― 34,274 34,274

顧客との契約から生じる収益 106,174 199,430 124,075 429,680

外部顧客への売上高 106,174 199,430 124,075 429,680

セグメント間の内部売上高又

は振替高
― ― ― ―

計 106,174 199,430 124,075 429,680

セグメント利益 22,583 37,281 21,055 80,920
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計    80,920

全社費用（注）    △71,698

棚卸資産の調整額    △4,300

四半期連結損益計算書の営業利益 4,922
 

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 
(収益認識関係)
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顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）に記載のとおりであります。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 令和２年４月１日
至 令和２年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 令和３年４月１日
至 令和３年６月30日)

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)(円)

△24.68 2.61

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円)

△33,770 3,573

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益又は
普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失(△)
(千円)

△33,770 3,573

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,368 1,368
 

(注)　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　　　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

令和３年８月６日

パルステック工業株式会社

取締役会  御中

ときわ監査法人
 

 静岡県浜松市
 

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 鈴木　啓市 印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 佐藤　豪 印

 

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパルステック工

業株式会社の令和３年４月１日から令和４年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(令和３年４月１日

から令和３年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(令和３年４月１日から令和３年６月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パルステック工業株式会社及び連結子会社の令和３年６月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

が全ての重要な点において認められなかった。

　

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重

要な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセー

フガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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